
中東情勢緊迫化もあり安値修正が続く
NY原油先物相場は、1バレル=88ドル水準まで小幅値上がりする展開になった。中東情勢が不安定化し

ていること、原油在庫の減少、値ごろ感が意識される中、週を通じて押し目買い優勢の展開になった。

10月3日以来の高値を更新している。米長期金利上昇、ドル高、株安など金融市場からの逆風が強く

なったが、原油相場は緩やかなペースで安値修正を進める展開が維持された。

10月7日にハマスがイスラエルに対してミサイル攻撃を開始してから2週間が経過したが、高いレベル

の先行き不透明感が維持されている。ガザ地区では病院が爆発して500人規模の死者が報告されている

が、イスラエルとイスラム組織ハマスの双方が互いを批判しており、実際に何が起きたのかは分からな

い状態が続いている。近く、イスラエルがガザ地区に地上軍を投入し、中東情勢が一段と不安定化する

リスクが警戒されていることはポジティブ。ただし、現時点では原油供給に何ら問題が生じている訳で

はなく、地政学リスクのみで原油相場を買い上がるような動きは限定的だった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月13日時点）は、原油が前週比449万バレル減、ガ

ソリンが237万バレル減、石油精製品が319万バレル減となった。
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【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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需給の引き締まりと地政学リスクで80ドル窺う展開に
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【展望】

中東情勢主導の大きな上昇は想定されていないが、それを考

慮に入れなくても国際原油需給のひっ迫化が原油価格を押し

上げる展開が続く見通し。95.03ドルをピークに一時81.50

ドルまで値下がりしていたが、その後の上昇が再開された局

面との評価になる。北米や欧州などで需要減退が報告されて

いるが、中国の需要環境が良好であり、世界全体では石油需

要の大きな落ち込みは認められない。一方、サウジアラビア

とロシアは年末までの供給調整継続を決定しており、世界的

な在庫減少圧力が原油価格を押し上げる展開が維持されよう。

90ドル台回復が打診される見通し。

米国では製油所メンテナンスシーズンでも原油在庫の積み上

がりは限定されている。また、WTI原油先物の受渡場所であ

るオクラホマ州クッシング地区の在庫は今年最低を更新し続

けている。在庫環境からは、原油相場が改めて95ドルを上抜

く展開も支持されており、調整売り一巡後の反発が打診され

る見通し。

米エネルギー省（DOE）は、12月と来年1月にそれぞれ300

万バレル、合計で600万バレルの原油を戦略石油備蓄

（SPR）向けに購入する計画を発表した。79ドル水準での購

入に意欲を示しており、原油価格の下値が切り上がることに

なる。

一方、下落リスクとしては引き続き米長期金利の上昇、それ

に伴うドル高や株安のリスクに注意が求められよう。また、

仮にイスラエルがガザ地区に地上軍の投入を開始した場合に、

短期的な材料出尽くしとの評価が広がると、利食い売り優勢

の展開に移行する可能性がある。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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